
― 13 ―

日本福祉大学全学教育センター紀要 第 5号 2017 年 3 月

高等学校における言語活動の研究 (1)
リスニング活動の理論と実践

米 津 明 彦

日本福祉大学 国際福祉開発学部

小 倉 美津夫

日本福祉大学 国際福祉開発学部

A Language Activity in a Senior High School Focused on Listening Activity
－Theory and Practice－

Akihiko YONEZU

Faculty of International Welfare Development, Nihon Fukushi University

Mitsuo OGURA

Faculty of International Welfare Development, Nihon Fukushi University

Keywords：リスニング, 聞くこと, 学習指導要領, 高等学校, 4 技能, 困難点

Abstract

This paper has examined what senior high school teachers should know about teaching how to listen and how they

should do it. How they should teach listening is not described in the Course of Study for Senior High Schools. It is just

described that one of the contents of a subject Communication English I is understanding information, ideas, etc., and

grasping the outline and the main points by listening to introductions to specified topics, dialogues, etc. And also, in

order for the language activities to be effective, the following should be considered for instruction: drawing students'

attention to such phonetic features as rhythm and intonation, and to the speed and loudness of connected speech when

listening to or speaking in English.

However, how to teach listening as well as what is listening is not explained in detail, and what is worse, not any ex-

amples of how to teach listening are not given in the Course of Study. And listening activities are not conducted in

many classrooms of senior high schools.

The authors are going to explore the difficulties of both listening and teaching listening, referring to several course

books of English teaching in this paper, and in the next paper, which will be published next year, they are going to sur-

vey senior high school teachers on actual situations of teaching listening in their classrooms and to clarify good listen-

ing activities and propose that teachers should use them effectively in their classrooms.
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1 . はじめに
この論文の目的は, 高等学校外国語科におけるリスニ

ング指導の現状分析と効果的なリスニング指導について

論じることである. 本論考は 2年間の研究の 1年目に当

たる.

リスニングと言えば, まず音声習得活動がなされなけ

ればならない. 音声習得の目標は相手が発している音声

を的確に理解し, 相手に通じるような英語を発話するこ

とが目標である. 筆者の一人はかつて, 日本の最優秀大

学を卒業した社会人がアメリカでレストランへ行き, デ

ザートでアイスクリームを注文しているときにその種類

をウエイトレスに聞かれ, vanilla を注文するが, その

ウエイトレスは何を言っているのか理解できないので,

何度も繰り返して質問していた様子を隠し録音したテー

プで聞いたことがある. vanilla の音声を正確に発音で

きないためになかなか通じなかったのである. 日本語調

に ｢バニラ｣ と平坦に発音し, 英語では第 2 音節の ni

を強く発音することと[v]の音がしっかり出ていなかっ

たので, 正確に発音できなかったことが原因である. こ

のことから音声習得活動の中で単語の正確な発音指導が

大切であることは明らかである. また, 音声習得活動に

はリピーティング, シャドーイング, パラレル・リーディ

ングなどもある. リピーティングは, 音声を聞き, ポー

ズを置いて意味を理解しながら, 繰り返し発音する学習

活動である. シャドーイングは, 音声を聞き, 即座に繰

り返し発音する学習活動であり, パラレル・リーディン

グは, 音声を聞き, 文字を見ながら発音する学習活動で

ある. リピーティングはほぼすべての学校で行われてお

り, パラレル・リーディングは, 行う学校もあるし行わ

ない学校もある. 音声を即座に繰り返すシャドーイング

は, ほとんど行われていないと言われている. これは,

発話速度が遅いモデルでは比較的簡単ではあるが, ある

程度の速度を持ち, 内容が難しいと, 音声を正確に再現

するのは, かなりの英語力を持たない学習者には難しい.

高校教科書準拠のCDの速度ではほとんどの生徒がその

音声に追いつくことができない. このようなことから,

高校での音声習得活動は, 単語や句の発音, 文の発音を

リピーティングで, ときにパラレル・リーディングを行っ

ているのが現状である. このように音声習得活動を行っ

ても, 高校教科書の本文を読むときに"英語らしい"読み

方ができなく, 単語を一語一語読んでいる状況である.

その原因はいくつか考えられる. 一つ目は, 残念なこ

とではあるが, 英語の音声にあまり関心を払わない英語

教師が少なからずいることである. 教科書の本文の内容

理解と文法の説明に多くの時間を費やしてしまうので音

声は後回しになっている. 二つ目は, 一つ目の理由と重

なる面があるが, 大学時代に英語音声学を履修していな

いことである. 6 年前に英語教育に関する講演を依頼さ

れたときに約 80 名の英語教師に, 大学時代に英語音声

学を履修したかどうかを尋ねたところ約 6割の人たちが

履修したと答えていた. 英語教師ならば, すべての人た

ちが英語音声学をよく理解し, 口と耳の訓練を徹底的に

行っておくことが必要である. 何も英米人のように発音

できる必要はないが, 通じるような発音ができるよう指

導することが大切である. 三つ目は, リピーティングや

パラレル・リーディングなど発音練習をするときに, プ

ロソディをしっかり指導していないことである. 垣田

(1978, pp.47-53) は, ｢聴き取れるためには, 音声の識

別も大切だが, 音の連続によって形成される語や句や英

語表現そのものについて, あらかじめ十分な知識がなけ

ればならない｣ と述べている. これまで非常に多くの高

校の授業を参観してきたが, 一つとしてプロソディをしっ

かり教えている授業はなかった. コーラスリーディング

で教師が教科書の本文をプロソディに注意しながら範読

しているのに, 生徒は単語を一語一語発音している. 教

師はそれをよしとしてその場を通り過ぎ, 生徒に一人ず

つ音読をさせてもやはり単語を一語一語発音している.

それを教師は見過ごし先へと授業を進めている. 四つ目

は, 授業の中で生徒に発話をあまりさせていないことで

ある. 文部科学省は 『高等学校学習指導要領』 (2009,

p.92) で指導上の配慮事項として ｢英語に関する各科目

については, その特質にかんがみ, 生徒が英語に触れる

機会を充実するとともに, 授業を実際のコミュニケーショ

ンの場面とするため, 授業は英語で行うことを基本とす

る. その際, 生徒の理解の程度に応じた英語を用いるよ

う十分配慮するものとする｣ としているが, 英語教師は

自分が英語を使って授業をすることに集中し, 生徒の発

話の機会を十分に確保していない. 生徒に多く発話させ

ることがなされていれば, 生徒の発音のどこがおかしく

て, どのように直せばよいのかがすぐにわかり, 正しい

音声指導ができる.

『高等学校学習指導要領解説外国語編・英語編』 (2010,

pp.16-21) には, 指導上の配慮事項として ｢リズムやイ

ントネーションなどの英語の音声的な特徴, 話す速度,
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声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と｣ (コミュニケーション英語 I), ｢英語の音声的な特

徴や内容の展開などに注意しながら聞いたり話したりす

ること｣ (コミュンケーション英語 II) とある. また,

学習指導要領には, 聞く, 話す, 読む, 書くの 4技能を

統合的に指導し, 総合的に育成することも示されている.

しかし, 多くの高校英語教師は, 話すこと, 読むことの

指導に専念し, 書くことの指導には添削などに多くの時

間が費やされるのでたまにしか行わない. 聞くことの指

導は, 2006 年に大学入試センター試験でリスニングが

課されたため, 大学入試のためのリスニングの教材を使

用して 3年生の授業内や課外補習で高得点を獲得するた

めのトレーニングを行っている程度で, 本来のリスニン

グ活動はほとんど行われていない.

以上のような状況をかんがみ, この論文において, 五

つの観点からリスニングについて再考することが狙いで

ある. 一つ目は, 英語教育関連の文献の中で書かれてい

るリスニングの定義について, 二つ目は, リスニングの

困難点とリスニング指導における困難点について, 三つ

目は, 高等学校におけるリスニング活動と指導上の注意

点について, 四つ目は, 高等学校におけるリスニング活

動と指導の現状について, 五つ目は, 高等学校における

リスニング活動およびその指導の問題点とその問題点の

解決法についてである. 本論考では, 一つ目の英語教育

関連の文献の中で書かれているリスニングの定義につい

て比較検討することと二つ目のリスニングの困難点とリ

スニング指導における困難点について扱うこととする.

2 . リスニングの定義
リスニングに関する文献は数多くあるが, 大学の英語

科教育法の授業で使われることがある英語科教育法の教

科書や英語授業力向上の研修に使われるテキストなどい

くつかに絞ってそれぞれの文献におけるリスニングの定

義を比較検討する.

2.1. 塩澤利雄他 『新英語科教育の展開』 (2005, pp.71-

72) におけるリスニングの定義

｢『聞くこと』 とは何か？｣ の項で, リスニングについ

て定義されている.

言葉の学習で対象となるのは 'try to hear' の意

の 'listen' というコミュニケーション行為である.

｢ヒアリング｣ ということがよく言われるが, 厳密

な意味では, 学習対象にならないことになる. ｢聞

くこと｣ では, 意図的コミュニケーション行為であ

る ｢リスニング｣ が対象になり, その中心になるの

は ｢聴解｣ (listening comprehension) である.

さらに, ｢ 『聞くこと』 の過程｣ の項でも, リスニン

グの定義がされている.

｢聞くこと｣ ＝ ｢聴解｣ ＝ ｢リスニング｣ は, ｢連

続する音の流れを聞いて, そこに含まれるメッセー

ジを理解すること｣ で, その延長線上にある ｢反応｣

には言葉によるものと心的･肉体的反応がある. ｢聞

くこと｣ は ｢話を聞いて理解する｣ という単純なも

のではなく, 伝達したいことを持つ話し手と, 聞こ

うと思っている聞き手があり, ｢話す―聞く｣ とい

う行為が行われ, 理解が行われ, その結果話し手が

何らかの反応をする, という相互作用である.

まとめてみると, ｢聞くこと｣ は ｢リスニング｣ であ

り, 意図的コミュニケーション行為であり, 連続する音

の流れを聞いて, そこに含まれるメッセージを理解する

ことであるということになる.

2.2. 土屋澄男他 『新英語科教育法入門』 (2009, pp.81-

85) におけるリスニングの定義

｢リスニングの基本問題｣ の項で, リスニングの定義

がされている.

リスニングは 4つの言語技能の中で最も基本的な

技能である. ｢基本的｣ というのは, 母語の習得に

見られるように, 人はまずリスニングの活動から始

めて, それからスピーキングや他の活動へと進んで

いくのが自然な学習の順序だからである.

さらに, ｢リスニング指導の留意点｣ の項でも, リス

ニングの定義がされている.

リスニングは, これまでに見てきたように, 次に

入ってくるであろう音声パタンを予測しながら, 実

際に入ってくる音を分析するという, 高度に複雑な

活動である.
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まとめてみると, リスニングとは 4つの言語技能の中

で最も基本的な技能であり, 入ってくる音声パタンを予

測しながら, 実際に入ってくる音を分析する高度に複雑

な活動であるということになる.

2.3. 米山朝二 『英語教育―実践から理論へ』 (2005,

pp.70-71) におけるリスニングの定義

｢聞くことは能動的な活動である｣ の項で, リスニン

グの定義がされている.

話すこと, 書くことが生産的な活動 (productive

activity) と見なされるのに対して, 聞くことは,

読むこととともに受容的な活動 (receptive activ-

ity) に位置づけられます. 黙って, 音声, 文字を

理解する過程という意味では, この区別は適切なも

のです. しかし, 聞くことは高度に認知的な過程で

す. 耳に入ってくる音声の連続は, それを正確に知

覚するだけでなく, いくつかのまとまりに分けてそ

れぞれに意味を与える作業が必要です. そして, こ

の作業には聞き手の言語能力をはじめとするいくつ

もの認知能力が活用されて初めて可能になるのです.

(中略) 音声を正しく知覚する聞き取りを hearing,

話し手の意図を推測して解釈を施す聞き取りを lis-

tening と呼び, 両者を区別することがあります.

リスニングの上達には, hearing と listening の両

面を養成することが必要です.

さらに, ｢聞くことは目的を持った活動である｣ の項

でも, リスニングの定義がされている.

要約すれば, 聞くことは聞こうとする内容につい

て予測を立て, 目的に応じて必要な, 限られた情報

をキャッチするプロセスです.

まとめてみると, リスニングとは受容的な活動であり,

高度に認知的な活動である. そして, 聞こうとする内容

について予測を立て, 目的に応じて必要な情報をつかむ

活動であり, 音声を正しく聞き取る活動の hearing と

は区別している.

2.4. 岡秀夫他 『英語教育研修プログラム対応 ｢英語授

業力｣ 強化マニュアル』 (2004, p.72) におけるリス

ニングの定義

｢リスニングとは｣ の項で, リスニングの定義がされ

ている.

リスニングは受容技能ですが, 受動的ではありま

せん. 聞こえてくる音の連続をもとに, 意味のかた

まりに分けながら, 統語的な組み立てをつかみ, 意

味を構築していく能動的なプロセスで, 積極的な作

業が要求されます. また, 長いものになると, 文と

文の結びつきをとらえ, 話の筋を追っていくために

は, 知的に対処しなければいけません. よく聞こえ

なかった部分があっても, 文脈全体から推論して内

容的に整合性を持たせます.

まとめてみると, リスニングは能動的な活動であり,

聞き取りができない部分があっても文脈全体から推論す

るなど聞き手の積極的な知的対処が求められる活動であ

るとしている.

2.5. 冨田かおる他 『英語教育学大系第 9 巻 リスニン

グとスピーキングの理論と実践―効果的な授業を目

指して―』 (2011, pp.76-78) におけるリスニングの

定義

｢1.1 リスニングの定義｣ の項で, リスニングの定義

がされている.

リスニングとは ｢音声言語を聞き取る｣ ことであ

る. 人間の言語の獲得が一般に音声のコミュニケー

ションから始めることからすれば, これはもっとも

根源的な活動であり, 母語のコミュニケーションに

おいて, この意味でのリスニングを, 改めて教育す

る必要はない. (中略) しかし, 母語以外の言語

においては, ｢音声言語を聞き取る｣ ことは自然に

行われるものではなく, そのためだけの訓練があら

ためて必要である. 学習者の中には母語以外の音声

言語を受け止めるための枠組みが内在していないの

が普通であり, そのため, ただ ｢聞く｣ だけではそ

の音声言語を ｢捉える｣ ことができないからである.

たとえば外国語としての英語のリスニングにおい

て, ｢音声を聞く｣ ための基礎的な活動は, まず
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｢音声を捉え, それを英語音の連続によって構成さ

れるテクストとして受け取る｣ 段階 (｢テクスト化｣),

次にそれを語の連続として把握し内容理解につなぐ

段階 (｢意味化｣) の 2つに分けて考える必要がある.

さらに, ｢1.2 リスニング･モデル｣ の項でも, リスニ

ングの定義がされている.

リスニングとは, 次々と送り出される音声の流れ

を, 一定のまとまりごとに捉え, 最終的には全体と

して意味のあるメッセージを受け取るという作業で

ある.

まとめてみると, リスニングとは ｢音声言語を聞き取

る｣ ことを意味するが, ただ ｢聞く｣ だけではその音声

言語を ｢捉える｣ ことはできない. 音声を捉え, それを

英語音の連続によって構成されるテクストとして受け取

り, それを語の連続として把握し, 内容理解につなぐ活

動であるということになる.

2.6 リスニングの定義のまとめと筆者の立場

ここまで英語科教育法の教科書等におけるリスニング

の定義を比較検討してきた. 要点は次のようにまとめら

れる.

高等学校におけるリスニング指導を考える上で, 本論

考では 2.5 で取り上げた冨田他 (2011) の定義を中心に

次のように考えることとする.

①母語ではない英語のリスニングには, 音声言語を受け

止めるための訓練が必要である.

②リスニングには, 音声を一定のまとまりとして捉える

｢テクスト化｣ の段階がある.

③リスニングには, 最終的に意味のあるメッセージを受

け取り, 内容理解につなげる ｢意味化｣ の段階がある.

3 . リスニングの困難点とリスニング指導の困

難点
リスニングは学校の英語教育の中でも見過ごされ, 中

心的な位置を占めていないし, 授業時間が不足したとき

には 4技能の内リスニングが最初に削られることは英語

教師なら誰でも経験してきたことではなかろうか. しか

し, リスニングはコミュニケーション活動の中では重要

な技能であり, 授業内でリスニングの指導が適切に行わ

れなければならない. では, なぜリスニングの指導が適

切に行われていないのかを, リスニングの困難点とリス

ニング指導の困難点を探り出すことから検討する.

3.1. リスニングの困難点

土屋 (2009, pp.81-85) では, リスニングの困難点を

5 つに分類している. (1) 音声の識別ができない (2)

語彙と文法力が不足している (3) スピードについて行

けない (4) 話題についての背景的知識が不足している

(5) 音声言語は話す人の出身地, 年齢, 教育程度, 職業

などによりさまざまな変種があり, その多様性に対応で

きないというものである.

JACET 関西支部リスニングテスト研究会 『英語のリ

スニングストラテジー 効果的な学び方の要点と演習』

(2000, pp.1-2) では, リスニングの困難点を以下のよ

うに 6つに分類している.

(1) 英語と日本語には言語構造上大きな違いがあります.

語彙の違いに関する問題, 語順の違いなど文法上の問

題, リズム, イントネーション, 音声変化など音声上

の違いに関する問題などは, 日本語を母語とする私た

ちにとって, 学習上の大きな障害となっています.

(2) 私たちはこれまで読み書きに重点を置いた文字中心

の英語教育を受けてきました. 具体的には, 多くの単

語やイディオムを覚え, 文法規則に基づいて日本語を

英語へ, 英語を日本語へ訳す学習を中心にしてきまし

た. リスニングの学習をしているときに, ｢見るとわ

かるのに聞くとわからない｣ ということがよくあるの

ではないでしょうか. この学習方法のために, 私たち

は話し言葉によるコミュニケーションに必要な会話力
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研究者 (年) リスニングの定義の要点
塩澤利雄他
(2005)

｢話す―聞く｣ ことから得られる内容の理解の
結果, 話し手が何らかの反応をする, という相
互作用である.

土屋澄男他
(2009)

4つの言語技能の中で最も基本的な技能であり,
入ってくる音声パタンを予測しながら, 実際に入っ
てくる音を分析する高度に複雑な活動である.

米山朝二
(2005)

受容的な活動であり, 高度に認知的な活動であ
る. 聞こうとする内容について予測を立て, 目
的に応じて必要な情報をキャッチするプロセス
である.

岡秀夫他
(2004)

能動的な活動であり, 聞き取りができない部分
があっても文脈全体から推論するなど聞き手の
積極的な知的対処が求められる活動である.

冨田かおる他
(2011)

音声を捉え, それを英語音の連続によって構成
されるテクストとして受け取り, それを語の連
続として把握し, 内容理解につなぐ活動である.



ばかりでなく, 英語を聞き取る力を養成する機会がほ

とんどなかったのです.

(3) ｢生活上, 必要がない｣ ということも問題にあげら

れるでしょう. シンガポールやマレーシアでは英語が

｢第二言語｣ ですから, 聞き取りができないとたちま

ち日常生活に支障が出ることもあります. しかし, 日

本に住んでいる限り, 英語はあくまでも ｢外国語｣ で

あり, 私たちには英語が ｢差し迫って必要でない｣ 環

境で日常生活を過ごしているのです. 日常生活の場で

英語を聞く時間も, 極端に少ないのが現状です. せっ

かく英語を学習しても, その実力を試す場がほとんど

ないため, 学習意欲や真剣さが持続しないのも当然と

いえるでしょう.

(4) 日本と英語圏との文化的な違いも要因の一つにあげ

られるでしょう. 宗教, 文化, 風習などについて英語

圏に関する背景知識を持たないため, 英会話の中で話

される内容が理解できなかったり, 会話の展開を予測

できないことがあります. ネイティブスピーカー同士

では分かりきっていることでも, 私たちには何のこと

か分からなかったり, なぜ笑っているのかが理解でき

ず, 悔しい思いをすることがよくあります. それは,

言葉そのものではなく, 言葉の背景にあるニュアンス

や, 共通理解としてもっている文化的な意味合いによ

るものでしょう.

(5) リスニングの場合は, リーディングと違い, 話し手

のペースについて行かなければならないので, 理解で

きないことがよくあります. リーディングであれば,

単語を調べたり, 読み返したり, 和訳したりしながら,

自分のペースで理解することができますが, リスニン

グの場合は, 聞き手の理解に関係なく一方的に英語が

話され, さらに発音の個人差も加わるため, 非常に難

しくなります.

(6) リスニングテストの場合は, 現実の会話と違い, 聞

き取れなかった部分を相手に聞き返すことができませ

ん. さらに, 話し手の顔の表情や身振りなどから内容

を推測できないため, スピーカーから流れてくるテー

プの音声のみに頼らなければならず, 非常に不自然な

言語環境での聞き取りになります.

リスニングの困難点 (1) 音声を識別できないについ

て比較すると, 土屋 (2009) の (1) と JACET (2000)

の (1) は, 同じことを述べている. 困難点 (2) 語彙と

文法力が不足している, については, 土屋 (2009) の

(2) と JACET (2000) の (1) が一致している. 困難

点 (3) スピードについて行けない, については, 土屋

(2009) の (3) と JACET (2000) の (5) (6) が一致

している. 困難点 (4) 話題についての背景的知識が不

足している, については, 土屋 (2009) の (4) と

JACET (2000) の (4) と一致している. 困難点 (5)

音声言語には様々な変種があり, その多様性に対応でき

ない, については, JACET (2000) では述べられてい

ない. 逆に, JACET (2000) の (2) 受けてきた英語教

育と学習経験や (3) 学習意欲については, 土屋 (2009)

では述べられていない.

これらの困難点は多くの文献の中でも扱われているが,

さらに目を向けなければならない点が二つあるように思

われる. それは聞き手の記憶に関することと心的要因で

ある. 日常のコミュニケーションでは相手の発言の使用

語句や内容をある程度記憶する力がないと適切に応答が

できない. また, 講義や会議等の場合を除いて, 一般的

には話を聞きながらメモをとることもしない. 母語です

ら, 話されたことを一語一語覚えることは不可能である

し, 外国語でならなおさらである.

記憶は長期記憶と短期記憶に分けられる. 短期記憶と

は, 情報を短時間保持する記憶で, 1 秒から数秒という

非常に短いワーキングメモリーと言われている. 一般に

成人における短期記憶の容量は, Miller (1956, pp.81-

97) によると, 7±2 (5 から 9 まで) 程度と言われてい

る. 7±2 という数は, まとまりのある意味のかたまり

である ｢チャンク｣ という単位で示される. 短期記憶に

おいてどれだけの分量の項目を覚えているかを示す尺度

が記憶範囲と呼ばれ, 日本の高校生の記憶範囲がどれだ

けあるのかを実験した結果が報告されている.

河野 (1980, pp.12-15) によると, 中学生・高校生の

場合, もっとも聞き取りやすい聴解の単位は 2～5 ない

し 6語程度の意味的にまとまりのある句であるとし, 堀

内 (1974) では高校 1 年生について, 1 文の長さが 5語

の文は理解しやすく, 12 語の文は理解しにくいが, 6 語

～11 語の文の理解度は文の長さに左右されないとして

いる.

リスニングを難しいと思わせる心的要因とは, リスニ

ングをする直前や最中に非常に緊張するということであ

る. 一語でも聞き逃してはいけないと考えたり, 聞き取

れない部分があるとたちまち動揺し, 流れてくる情報に
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ついて行けなくなったりして心理的負担が増大するので

ある. さらに, 教室ではリスニングの学習はテストとし

て行われることが多いため心理的な負担感をもつことが

ある.

3.2. リスニング指導の困難点

リスニングは 4技能の中でも非常に難しい技能だと言

われている. リーディングやライティングよりも難しい

とさえ言われている. 実際にリスニングの指導のために

授業時間の一部を確保して指導している学校は多くない

と聞いている. 一部のリスニングに関心のある教師なら,

授業内あるいは授業外でリスニングの指導を行うことは

あるであろうが, 英語の音声を聞いて, その音声から内

容を理解する技能を直接目標として指導するとか, リス

ニングの技能を高めるための指導システムをもっている

学校はあまり多くないと思われる.

ここでは高等学校におけるリスニング指導の困難点は

どこにあるのかを論じる.

１) リスニングの指導法に熟達していない.

高校英語教師は組織的に, 段階を踏んだリスニング指

導法を大学時代から現職教師になってからも学んだ経験

がないことが考えられる. 実際に高校英語教師にヒアリ

ングしてみると未経験であり, 授業の中で実践すること

もないと答えている. ただ英語教師は自分が英語コミュ

ニケーション力を高めるために自ら自分に合った教材を

見つけてリスニング力を磨いた経験はあると答えている.

その学習法が授業の中で利用できるかというとそうでは

ないとのことである.

２) リスニングの指導をするための適切な教材が不足し

ているか見つけられない.

教室での指導は教科書によってかなり支配される. い

わゆる ｢教科書を教える｣ という, 教科書で扱われてい

る題材を学習し, その後教科書準拠のCDの音声を流し,

それを聞き取らせることが一般的に行われている. また,

教科書で学習した文法構造をもった単発の文を使い, 長

い文章を聞くということはあまりなされていない. 垣田

ら (1988, p.59) では, ネイティブスピーカーによる教

材でも, 速度を落として話されており, 日本人教師の場

合とそう違いはないとされている. (注:日本人教師によ

る場合とは, ゆっくりとしかも明瞭すぎるほどに発音さ

れたものが多いという場合のことである)

３) 英語で授業をしていればリスニング指導はできてい

るという思い込みがある.

『高等学校学習指導要領』 (2009, p.116) で指導上の

配慮事項として ｢英語の授業は英語で行うこと｣ が基本

とされ, 20015 年の文部科学省の調査によれば授業で英

語を使用する割合が 50％以上の学校が, 全国で約 50％

であった. このデータから, 授業で英語を使用する割合

が 50％未満の学校では, 英語の音声を十分聞かせてい

ないことになる. 英語であいさつをする, 英語で指示を

する, などの教室英語, あるいは多くても Teacher

Talk や Small Talk 程度である. Teacher Talk や

Small Talk についても毎回の授業で行っているわけで

はない. これはリスニングの指導がどういうものである

かという認知の問題でもある. McCaughey (2010) の

40 カ国 254 名の教師を対象とした調査によると, ｢教師

が生徒に英語で話しているときはいつでもそれがリスニ

ングタスクになっている｣ と 84％の人たちが答えてい

る. 確かに生徒は教師が英語で話していると英語にさら

されるが, 次のような疑問がわく. ｢もし生徒がとにか

くリスニングをしていると教師が考えるなら, なぜリス

ニングに特化した活動をわざわざデザインするのか.｣

また, 英語で授業を行っている現場を見ると英語で指示

をする教室英語が主なリスニングとなっており, あるま

とまった内容のある長さの文章を聞かせそれについて質

問をするという方法すらとられていない. 教室英語レベ

ルの教師とのインタラクティブな会話を経験するだけで,

例えば, 衛星放送, 二カ国語放送, 海外のラジオ放送,

英語の音楽, 映画, TOEFL や TOEIC などの検定試験

のリスニングの音声を聞き取り, 内容が理解できるので

あろうか大いに疑問がわく.

４) 高等学校におけるリスニングに関する到達目標が明

確になっていない.

『高等学校学習指導要領解説外国語編・英語編』 (2010,

pp.13-16) によれば, コミュニケーション英語 I のリス

ニングに関する目標は ｢事物に関する紹介や対話などを

聞いて, 情報や考えなどを理解したり, 概要や要点を捉

えたりする｣ こととあり, 指導上の配慮事項として ｢リ

ズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴, 話

す速度, 声の大きさなどに注意しながら聞いたり話した

りすること｣ とある. 解説の中で, リズムについての説

明が次のようになされている. ｢英語の場合, 強く発音

される部分がほぼ同じ間隔で現れる傾向があり, 日本語

のような各音節がほぼ等しい間隔で発音される言語とは
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異なるので, 指導においては十分な配慮が必要である.｣

これは英語の等時性について説明しているが, ある県の

総合教育センターの 10 年経験者研修の参加者で等時性

を意識して指導している教師は皆無であったし, その練

習もした経験がなかった. これは一人ひとりの教員の責

任ではなく, 英語教育指導法の研修等で学び直しをして

いく機会がないことが問題であると考えられる. また,

事柄の概要や要点を捉えながら聞く訓練が不足している

ことは否めない. 授業ではリーディングとスピーキング

に時間を多く割き, リスニングは後回しにされるか, 全

く指導されないことが多い.

５) リスニングの指導とテスティングを混同している.

教室におけるリスニングの指導といえば, 数少ない出

版社が出しているリスニング教材, それも大学入試で高

得点をとるための教材で, 単文から始まり, 短いパラグ

ラフの文章からなる教材を使ってテスティングをしてい

る. この方法は, あるレベルの生徒には効果的ではあっ

ても, 入試にはリスニングが必要のない生徒たちにとっ

ては学習意欲がわかないし, ふさわしくない. リスニン

グの指導はすべての生徒に段階的に指導していくことが

必要であることに気づいていないのではないだろうかと

疑問がわく.

６) 短期記憶における記憶範囲を拡大するための指導が

なされていない.

『高等学校学習指導要領』 (2009, p.110) では, ｢コミュ

ニケーション英語Ⅰ｣ での学習に円滑に移行できる力を

養うために設定された ｢コミュニケーション英語基礎｣

について, ｢中学校学習指導要領第 2 章第 9 節の第 2 の

2 の (1) に示す言語活動を参照しつつ, 適切な言語活

動を英語で行う｣ こととしている. 中学校では 『学習指

導要領解説外国語編』 (2008, pp.10-12) において, ｢聞

くこと｣ について次のように指導するよう求めている.

� 強勢, イントネーション, 区切りなど基本的な英

語の音声の特徴を捉え, 正しく聞き取ること

� 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞

いて, 情報を正確に聞き取ること

� 質問や依頼などを聞いて適切に応じること

� 話し手に聞き返すなどして内容を確認しながら理

解すること

� まとまりのある英語を聞いて, 概要や要点を適切

に聞き取ること

また, 学習指導要領の ｢言語材料｣ の項目では, 語と

語の連結による音変化, 語, 句, 文における基本的な強

勢, 文における基本的なイントネーションなどを適宜用

いて言語活動を行うこととしているが, 実際の教室での

場面では, 音の連続の練習をしなかったり, 一語一語を

切り離して発音していたり, 句になると強勢がずれるこ

とについても教える側の教師が知らなかったりという実

態である. 教科書の内容理解と文法指導に集中し, リス

ニングの指導が十分なされていないため, さらに, 高等

学校に入ってもリスニングの指導をされる機会がきわめ

て少ないため, 記憶範囲を拡大することすらできない状

態である. 従ってリスニング力が向上しないことになる.

７) 教師のリスニングストラテジーに関する知識が不足

している.

高等学校の英語教育の現場では, リスニングストラテ

ジーの知識・技能が不足しているため, それらを意識し

て実践している学校は少ないと考えられる. 以下, リス

ニングストラテジーを段階的に身に付ける方法論を検討

する.

JACET (2000, p.6) によると, リスニングを行うた

めには, ただ受動的に英語の音声を聞いているだけでな

く, あらゆる言語能力を統合的に活用することが必要だ

と言われている. つまり, リスニング力向上のためには,

単に CD やテープの反復だけでは不十分であり, 何ら

かのストラテジーを適用して, 聞き取り練習をすること

が大切である.

Wilson (2008, p.34) によると, ストラテジーを 3

つに分類している. Cognitive strategies, Metacogni-

tive strategies, Socio-affective strategies である.

Cognitive strategies とは, 即時のタスクを完成するた

めに使う方略のことである. 例えば, 内容を予測するた

めにリスニングの前にトピックを見つけ出すものである.

Metacognitive strategies とは, 一般的に学習と関連し,

しばしば長期間にわたるメリットがある方略のことであ

る. 例えば, 自分のリスニング力を高めるために一週間

に一回 BBC の番組を聴くことである. Socio-affective

strategies は, 学習者と話し手がインタラクションをす

ることや学習に対する態度と関係がある. 例えば, 自分

が自信をつけるために他の生徒と第二言語あるいは外国

語で電話の会話を練習するとか, 目標言語で何らかのタ

スクを上手く完成したときにご褒美として自分にドーナッ

ツを与えるようなことである. よい聞き手は即座にそし
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て手元にあるタスクに従って多くのストラテジーを使用

している. 定期的にラジオ放送を聞く (metacognitive),

主要な点のメモを取る (cognitive), ドーナッツを食べ

にカフェで同級生たちと会い, 自分たちがさっき聞いた

ことを皆に話す (socio-affective) ことがある.

JACET (2000, pp.6-9) は, リスニングストラテジー

を日本人英語学習者用に作成している. 要点を示すと,

第 1 段階が語彙･文法などの基礎学力 (Fundamental

Knowledge), 第 2 段階が音声聞き取りの方略 (Strate-

gies for Perception), 第 3 段階が内容理解の方略

(Strategies for Comprehension), 第 4 段階がタスク,

リスニングテストなどの方略 (Strategies for Task

Oriented Situations) である.

第 1段階では, イディオムを含む基本的語彙力と, 英

文構成力を含む文法力が絶対に必要である. これらをマ

スターすることなしにはどんな学習方略を用いても効果

がない. 高校で学んだ基本語彙が音声で与えられた場合,

瞬時にその語彙を認識し, 意味がわかるところまでマス

ターしておく必要がある. さらに, 日本人にとって難し

い語順がある. リスニングでは英語の語順のままで意味

が理解できる能力が不可欠で, 簡単な英文から始め, 音

読して英語の語順のままで理解する練習を多く重ねるこ

とが大切である. 速読教材を多読することも効果的であ

る. 第 2段階では, 日本語と英語の構造が違うことから,

音声認識が難しく, 何を言っているかを聞き取ることが

できなくなることを解決するために, ボトムアップ･リ

スニングを練習することが必要になる. ボトムアップ・

リスニングでは, 音素を識別して単語として認知し, 文

や会話の構造を捉えて全体像を理解することになる. 例

えば, 単語の音を聞き分ける, 単語や句の強勢に慣れる,

文の強勢とリズムに慣れる, 短縮･脱落･連結･同化など

の音声変化に慣れる, 意味グループ単位で理解する, イ

ントネーションのパタンに注意して発話の意図や話者の

感情をくみ取るなどの練習を多く積むことが必要である.

第 3段階では, 内容把握で, 全体把握から細部の理解を

するトップダウン･リスニングを行う. トップダウン・

リスニングでは, トピックについての知識や自身の経験

など, さまざまな背景知識を活用して意味を捉えること

になる. 例えば, 発話内容のすべてを聞き取るのではな

く, 話の概要や要点を把握する, 情報として必要な部分

のみに注意して聞く, 話者の意図を推測しながら聞く,

次に何が話されるか予測しながら聞く, 背景知識を活用

するなどがある. 第 4段階では, 実際の日常生活におけ

るさまざまなタスクに必要な方略やリスニングテストを

受ける際に必要な方略などがある. 例えば, リスニング

テストの問題形式に慣れる, 問題文が聞こえる前に選択

肢を読み, 質問や話の内容を予測する, 電話･報道番組･

アナウンス･インタビュー･講義などのスタイルの特徴に

慣れる, メモやノートテイキングの要領を覚える, 生活

習慣･文化･価値観･社会通念などの違いに注意するなど

がある.

このようなリスニングストラテジーを英語教師が身に

付け, 段階的な学習到達目標を設定した上で, リスニン

グ指導を授業に計画的に取り入れていく必要がある.

4 . まとめ
ここまで, 高等学校ではあまり実践されていないリス

ニング指導について疑問を持つとともに, リスニングの

定義, リスニングの困難点, リスニング指導の困難点の

観点からリスニングについて再考した. リスニングが 4

技能の中でもとりわけ難しいと言われているが, 垣田ら

(1988, p.59) が述べているように, 聞き取りができな

ければ話すことはできないし, 音声面の能力が十分確立

していなければ読むことも書くことも危ういものとなる.

現状では, 教師の英語による指示を聞いたり, 教科書

本文のＣＤを聞いたりする機会はあるが, 多くの場合リ

スニングストラテジーを意識したものにはなっていない.

また, リスニングテスト問題に対応するための指導に終

始していることも考えられる. 今後, 英語によるコミュ

ニケーション能力を養い高めていくために, 4 技能の重

要な一つとして, 学習到達目標を明確にしたリスニング

指導へと変えていく必要がある.

来年度発表予定の論考では, この論文の続編として,

高等学校現場でのリスニング指導の実態調査および教師

のリスニング指導に対する意識調査とその分析, 高等学

校におけるリスニング活動およびその指導の問題点とそ

の問題点の解決法について考察を加え, 高等学校におけ

るリスニング指導の発展に寄与したい.
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